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◆◆◆◆研究研究研究研究キキキキーワードーワードーワードーワード                                                                                                                                            

  生活習慣病 ／ インスリン抵抗性 ／ 脂質栄養学     

◆◆◆◆主要業績主要業績主要業績主要業績                                                                                                                                総数総数総数総数（（（（5555））））件件件件    

・発芽玄米を食べて基礎代謝をアップ，元気生活，125，2005，36-37． 

・遺伝子多型は将来の栄養指導を変えるか「特集：テーラーメイドの栄養管理」栄養日本，48(1)，2005． 

・臨床栄養学総論「スタンダード栄養・食物シリーズ１２」，4・11 章分担執筆，東京化学同人，2005．    

◆◆◆◆研研研研究内容究内容究内容究内容                                                                ◆◆◆◆教育内容教育内容教育内容教育内容                                                                    

１．脂質栄養に関する研究：現在、主として、肥満・

メタボリックシンドロームの発生機序ならびにその

予防法に関する分子栄養学的研究を行っている。本

年度は、Atkins Dietとして知られる低炭水化物食ダ

イエット、発芽玄米、茶カテキンの耐糖能及び抗肥

満作用について検討した。また、油脂の違いによる

耐糖能異常ならびに肥満の発症レベルに違いが生じ

ることが知られているが、中でも特異な作用を示す

魚油とパーム油の耐糖能異常の軽減メカニズムにつ

いて検討した。魚油の耐糖能改善メカニズムとして、

末梢、特に筋肉への脂肪の蓄積低減作用が大きく寄

与してインスリン抵抗性の改善が見られることによ

るものであることが分かった。これに対し、パーム

油の耐糖能改善メカニズムは、他の油脂摂取に比し

てインスリン分泌能の低下が起こりにくいことが分

かった。なお、パーム油に関しては、肥満を呈する

にもかかわらず、インスリン抵抗性の改善も見られ

ることから、筋肉での糖質の取込能にも特異な作用

を及ぼすものと考え、検討を続けている。 

２．スポーツ栄養に関する研究：スポーツ選手の栄

養管理に関する指導を行うとともに、その科学的根

拠となる基礎研究として、筋損傷ならびに筋修復に

関する実験系の確率を目指し動物を用いた検討を行

っている。 

３．臨床栄養管理に関する研究 ：国立成育医療セ

ンターのアレルギー科に掛かる小児アレルギー患者

の食事指導を行いながら、その発症原因ならびにそ

の容貌に関する検討を行っている。さらに、施設入

居の高齢者に対する栄養ケアのあり方に関する検討

を行っている。 

学部では、２年次の科目である「臨床栄養アセスメント

学」で、ベッドサイドにおける個人の身体測定値や身体

組成、血液性状、栄養素摂取状況、食習慣などの情報を

基に、栄養必要量、栄養状態を科学的に評価する理論的

背景や方法を解説するとともに、傷病者の病態や治癒の

経過に伴い変化する栄養状態の動的な評価の方法につい

て解説した。なお、「臨床栄養療法学」並びに「食事療

法学」は、３年次の科目であり次年度開講予定である。

なお、本年度は、基礎ゼミ並びに食物学概論において、

他学部他学科の学生にたいし、それぞれ、健康・栄養情

報の信頼性を見極めることを目的にその評価方法、「や

さしい食事学」と称して食べることの意味を理解するこ

とを目的に幅広く食物・食事学に関する解説を行った。

また、栄養教諭養成の認可を得たことから、そのカリキ

ュラム内容の検討並びに、東京都の主催する「認定講習

会」の講師を務めるとともに、認定講習会のとりまとめ

行った。 

大学院では、「臨床栄養学特論」において、医療現場に

おける栄養管理システムのあり方について解説した。な

お、個人（患者）の栄養管理をしっかりと実施するには、

その病態を知らなければならない。それ故、病態から学

ぶと題して、様々な症例の病態解析を行うことによって

生体の病態生理並びに病態生化学を学ぶ機会とした。 

学内に「栄養ケア・ステーション」を設け、附属学校生

の栄養・健康相談に応じる場を提供するとともに、大学

院生並びに学部学生の現場体験の一助となるような配慮

を行っている。 
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◆◆◆◆Educational PursuitsEducational PursuitsEducational PursuitsEducational Pursuits                                                                                                                                

The dietitian in medical nutrition therapy applies the science of nutrition to the care of people through health 

promotion and disease prevention; and uses medical nutrition therapy in the treatment of disease. As a member of the 

patient-care team, the dietitian is responsible for assessing, implementing, and monitoring the nutritional care of 

patients. In addition, the dietitian may serve professionally as a nutrition practitioner in health care; a teacher in an 

educational institution; a research dietitian; or a nutrition consultant-educator. 

◆◆◆◆共同研究例共同研究例共同研究例共同研究例                                                                                                                                                     

・発芽玄米の栄養学的特性に関する研究（株式会社ファンケル 総合研究所） 

・油脂含量を減量した加工食品の体脂肪蓄積防止に与える影響（キューピー株式会社） 

・ジアシルグリセロール等の脂質栄養代謝等に関わる栄養学上有益な科学的知見の探求に関する研究 

（（社）植物油協会） 

・茶カテキン並びにジアシルグリセロールの栄養特性に関する研究（花王株式会社） 

◆◆◆◆将来将来将来将来のののの研究計画研究計画研究計画研究計画・・・・研究研究研究研究のののの展望展望展望展望                                                                                                                     

脂質摂取によって発症するインスリン抵抗性の発症メカニズム並びにその予防法の開発を目標に、広く生活習慣病

の予防に生かしていきたいと考えている。インスリン抵抗性は、筋肉の脂肪の蓄積によって生じるものと考えられ

ているが、詳細なメカニズムはまだ明らかになっていない。肥満を呈すれば、基本的にはインスリン抵抗性を生じ

るものと考えられがちであるが、パーム油摂取によって生じた肥満モデルマウスなどは、必ずしもそうではない。

こうした差異の生じる機序を明らかにすることによって、肥満と耐糖能、インスリン抵抗性、インスリン分泌能等

の関連について詳細に検討し、生活習慣病の予防に有効な食品並びに食品成分、さらには食事の取り方について明

らかにしたいと考えている。 

◆◆◆◆共同研究可能共同研究可能共同研究可能共同研究可能テーマテーマテーマテーマ・・・・今後実用化今後実用化今後実用化今後実用化したいしたいしたいしたいテーマテーマテーマテーマ                                                                                        

・肥満、耐糖能、インスリン抵抗性、インスリン分泌能に関与する食品成分の有効性に関する研究 

・運動後に生じる筋痛の予防と筋損傷・筋修復等に有効な食事に取り方に関する研究 

◆◆◆◆受験生等受験生等受験生等受験生等へのへのへのへのメッセージメッセージメッセージメッセージ                                                                                                                                

「管理栄養士が行う研究とは何か？」を常に意識しながら研究を行っていきたいと考えている。栄養問題を抱えた

患者さんが目の前にいて、それを如何に改善するかが究極の課題である。私は、蛋白質栄養から研究を始め、現在、

脂質栄養学の領域で、脂質摂取過剰によって生じる慢性代謝異常症の予防に関する研究を行っている。また私自身、

スポーツが好きなこともあり、如何にトップアスリートのコンディションを最良の状態に保ち、選手本人の能力の

最大限を発揮させるかが興味の対象ともなっている。考えてみると、管理栄養士として臨床分野への責務と、個人

の興味に関する研究を行っていたというのが実感である。諸先生・諸先輩方がその様に導いてくれたものと感謝し

ている。受験生の皆さんも、皆さん自身の興味・関心のある事柄について深く研究してみませんか？「Just do it!」

の精神で。きっと夢は叶います。真摯に取り組めば。それを私に実感させてくれたのは、ノーベル賞学者の研究室

への米国留学だったかも知れません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


